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アルフアルファのソマクローナル変異

I.再生当代(SC1)の圃場特性

小池正徳1・東野裕広2・回守隆浩1・嶋田 徹 1

(受理 1992年 5月22日)

Somaclonal variation of alfalfa 

I. Field chracteristics of SC I plant 

Masanori KOJKE'， Yasuhiro HIGASHINO'， Takahiro TAMORI' 
and Tohru SHIMADA' 

摘 要

アルフアルファ四培養細胞から再分化した植物体を園場に移植し 2年聞にわたり、圃場特性を

中心に調査した。収量に関する諸形質(乾物重、草丈、茎数、頭花数、そばかす病〉で広いソマ

クローナル変異が認められたo変異は概Lて有用性についてはマイナス方向であったが、一部プ

ラス方向に、対照植物に比べ有意に高い値を示した栄養系が存在した。また、パーオキシダーゼ

およびエステラーゼアイソザイムのパンドパターンにおいても変異が確認された。

キーワード アルフアルファ、ソマクローナル変異

25 

緒 冨
胞から再生Lt.:植物体を栄養系繁殖させ，園場に移

植L，栽培特性の変異を中心に調査Lた。

プロトプラストまたはカルスから再生した植物体

は，同一植物の体細胞を起源にするにもかかわらす，

遺伝的に多様に変化していることが現在多くの植物

種で明らかになっている。こ白ような現象をLarkin

とScowcroftJ)はソマクローナル変異と呼んだ。ア

ルフアルファ CMedicagosαtiva L.)においてもR

eischとBingham2lやNagarajanとWalton3lなど

の報告があり収量関連形質を中心にその変異が調べ

られてきた.，。本実験ではアルフアルファ白培養細
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材料および方法

1)供試植物

植物体はKoikeら"が品種キタワカパの子葉由来

カルスから再分化させた植物を材料とした。これら

の再分化植物を温室で栽培し，形態的異状を示さな

かった11個体について切り枝で増殖しキタワカパと

比較した CA集団)。また，その中白1個体である

K3C-1-1白未展開葉由来カルスから更に再生植物体
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